
無酸素 Pd/Ti コートベローズ（参考出品）

特　徴 

無酸素 Pd/Ti コーティング後の
ICF114 成形ベローズ

無酸素 Pd/Ti コーティング前の
ICF114 成形ベローズ

無酸素 Pd/Ti 薄膜の真空排気イメージ図

150℃で 12 時間ベーキングすると非蒸発型ゲッターポンプとして残留水
素（H2）と残留一酸化炭素（CO）を排気します。
排気の原理：無酸素 Pd/Ti 薄膜が室温ではH2 と COを吸収し、150℃で
は H2 と COを放出することを利用します。
貴金属の Pdで覆われているので、大気導入とベーキングを繰り返し
ても Ti が酸化せず、排気性能は劣化しません。
超高真空領域の差動排気に最適です。



https://www.ikc.co.jp

ベローズの蒸着の様子                                    排気速度測定の様子

ICF152 ベローズの内面に無酸素 Pd/Ti を蒸着し、水素・一酸化炭素に対する排気速度測定
を行ったところ、水素に対する初期排気速度は 950L/s、一酸化炭素に対する初期排気速度
は 450L/s となりました。
これの初期排気速度は市販のNEGポンプ (Capaci Torr® D 1000 (SAES Getters)) の排気速度
とほぼ同じ値です。（H2：1000L/s・CO：600L/s)。市販のNEGポンプと違い、無酸素 Pd/Ti
を蒸着したベローズは誤差吸収などに使用することで、真空容器そのものをポンプにする
ことができる利点があり、効率よく真空容器を組み立てることができます。
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